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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、該電極対を含んで画
定される画素がマトリックス状に配列されており、前記画素に夫々が少なくとも１つの前
記電極対を含んで画定される複数の副画素が含まれる液晶表示装置において、
　前記複数の副画素のうち少なくとも２つの副画素夫々を画定する前記電極対により前記
液晶層に印加される電圧相互の電圧差が、マトリックスの行方向及び／又は列方向におけ
る前記画素の配列位置に応じて異なるようにしてあることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、該電極対を含んで画
定される画素がマトリックス状に配列されており、前記画素に夫々が少なくとも１つの前
記電極対を含んで画定される複数の副画素が含まれる液晶表示装置において、
　前記複数の副画素のうち少なくとも２つの副画素相互の明度差又は輝度差が、マトリッ
クスの行方向及び／又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異なるようにしてあ
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記画素の配列位置がマトリックスの行方向
及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きいこと
　を特徴とする請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
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　前記液晶層及び電極対を有しており、表示画面が前方に向けて湾曲する液晶パネルを更
に備え、
　前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記液晶パネルの表示画面の曲率に応じて異
なる
　ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記液晶パネルは、表示画面が前方に向けて凸に湾曲しており、
　前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記曲率が大きいほど大きい
　ことを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記液晶パネルの表示画面の中央部から前方
に、且つ法線方向に離隔した位置までの距離に応じて異なる
　ことを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記液晶パネルは、表示画面が前方に向けて凸に湾曲しており、
　前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記距離が短いほど大きい
　ことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記少なくとも２つの副画素の夫々は、前記液晶層を介して対向する副画素電極及び対
向電極の電極対を含んで画定されており、
　前記少なくとも２つの副画素夫々について設けられたスイッチング素子と、
　前記副画素電極に前記スイッチング素子を介してデータ信号を印加するための少なくと
も２つのデータ信号線と
　を更に備える
　ことを特徴とする請求項１から７の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　画像データを受け付ける受付部と、
　前記画素の配列位置を複数に区分した区分毎に、階調値及び大きさが異なる複数の階調
値の対応関係を記憶した記憶部と、
　前記受付部が受け付けた画像データに基づく階調値を、前記画素の配列位置が属する区
分及び前記記憶部の記憶内容に基づいて大きさが異なる複数の階調値に変換する画像信号
変換部と、
　該画像信号変換部が変換した複数の階調値夫々に応じたデータ信号を前記少なくとも２
つのデータ信号線に印加するデータ信号線駆動回路と
　を更に備える
　ことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも２つの副画素の夫々は、
　前記液晶層を介して対向する副画素電極及び対向電極の電極対と、
　絶縁層と、
　該絶縁層を介して対向する補助容量電極及び補助容量対向電極の電極対と
　を含んで画定されており、
　前記副画素電極及び補助容量電極は、電気的に接続されており、
　前記補助容量対向電極に電圧信号を印加するための少なくとも２つの補助容量信号線を
更に備える
　ことを特徴とする請求項１から７の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記副画素電極及び対向電極によって形成される液晶容量の大きさと前記補助容量電極
及び補助容量対向電極によって形成される補助容量の大きさとの和に対する前記補助容量
の大きさの比は、前記画素の配列位置に応じて異なることを特徴とする請求項１０に記載
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の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記補助容量の大きさは、前記画素の配列位置に応じて異なることを特徴とする請求項
１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記補助容量信号線に電圧信号を印加する補助容量信号線駆動回路を更に備え、
　該補助容量信号線駆動回路が特定の２つの前記補助容量信号線に印加する電圧信号は、
極性が互いに反転しており、且つ振幅が前記画素の配列位置に応じて異なる
　ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、該電極対を含んで画
定される画素がマトリックス状に配列されており、前記画素に夫々が１又は２の前記電極
対を含んで画定される複数の副画素が含まれる液晶表示装置を駆動する方法において、
　前記複数の副画素のうち少なくとも２つの副画素夫々を画定する前記電極対により前記
液晶層に印加される電圧相互の電圧差を、マトリックスの行方向及び／又は列方向におけ
る前記画素の配列位置に応じて異ならせることを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極対を備え、該電極対を含んで画
定される画素がマトリックス状に配列されており、前記画素に夫々が１又は２の前記電極
対を含んで画定される複数の副画素が含まれる液晶表示装置を駆動する方法において、
　前記複数の副画素のうち少なくとも２つの副画素相互の明度差又は輝度差を、マトリッ
クスの行方向及び／又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異ならせることを特
徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特にガンマ特性の視野角依存性を改善する液晶表示装
置及び液晶表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、高精細、薄型、軽量、及び低消費電力等の優れた特長を有する平面表
示装置であり、薄型テレビ、パソコンモニタ、デジタルサイネージ等に幅広く利用される
。
【０００３】
　従来、一般的に用いられていたＴＮ（Twisted Nematic ）モードの液晶表示装置は、生
産性に優れている一方で、画面表示に係る視野角特性に問題があった。例えば表示画面を
法線に対して斜め方向から見た場合に、ＴＮモードの液晶表示装置ではコントラスト比が
著しく低下すると共に、階調間の輝度差が著しく不明瞭になる。また、表示画面を正面か
ら見ると明るく（又は暗く）見える部分が、法線に対して斜め方向から見ると暗く（又は
明るく）見える、いわゆる階調反転現象が観察される場合がある。
【０００４】
　上述の視野角特性の問題を改善する液晶表示装置として、ＩＰＳ（In-Plane Switching
 ）モード、ＶＡ（Vertical Alignment ）モード等の表示モードで表示するものがある。
これらの液晶表示装置における表示モードを実現する技術は、視野角特性を改善する技術
として広く利用されている。
【０００５】
　さて、視野角特性の問題の一つに、表示輝度の階調依存性を表すガンマ特性が表示画面
の法線に対する視線の角度に依存する（以下、ガンマ特性の視角依存性という）問題があ
る。この問題は、表示画面に対する観察方向によって階調表示状態が異なるものであり、
観察方向が表示画面の法線に沿う方向の場合と法線に対して斜め方向の場合とで、ガンマ
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特性が異なって観察されるというものである。
【０００６】
　これに対し、特許文献１には、ガンマ特性の視角依存性（特許文献１では視野角依存性
と称される）を改善する液晶表示装置が開示されている。特許文献１に記載の液晶表示装
置は、各画素の夫々が複数の副画素によって構成されており、夫々の副画素に補助容量（
ＣＳ）が設けられている。補助容量は、各副画素の電極夫々に電気的に接続された補助容
量電極と、絶縁層と、絶縁層を介して補助容量電極に対向する補助容量対向電極とによっ
て形成されている。
【０００７】
　特許文献１に記載の液晶表示装置では、各画素夫々を構成する複数の副画素について、
夫々の補助容量対向電極が電気的に独立しており、夫々の補助容量対向電極に位相が異な
る振動電圧（補助容量対向電圧）が印加される。このように補助容量対向電極毎に補助容
量対向電圧を異ならせることにより、複数の副画素の液晶層夫々に印加する実効電圧を変
えることができる。この場合、副画素毎に異なるガンマ特性が調和した状態で各画素が観
察されることとなるため、ガンマ特性の視角依存性が改善される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００４－６２１４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に記載された技術は、表示画面を正面から法線に沿う方向に
観察した場合と比較して法線と交差する方向から観察した場合に、公差する角度の違いを
考慮せずにガンマ特定の劣化を抑制するものであった。このため、例えば表示画面の縁部
における法線と観察者の視線とがなす角度が比較的大きい状況で表示画面を観察する場合
は、表示画面上の観察対象位置が端部に近いほどガンマ特性の劣化の抑制が不十分になら
ざるを得ないという問題があった。
【００１０】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、表示画面
上の観察対象位置における法線と観察者の視線とがなす角度が比較的大きい場合であって
も、ガンマ特性の劣化を効果的に抑制することが可能な液晶表示装置及び液晶表示装置の
駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る液晶表示装置は、液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極
対を備え、該電極対を含んで画定される画素がマトリックス状に配列されており、前記画
素に夫々が少なくとも１つの前記電極対を含んで画定される複数の副画素が含まれる液晶
表示装置において、前記複数の副画素のうち少なくとも２つの副画素夫々を画定する前記
電極対により前記液晶層に印加される電圧相互の電圧差が、マトリックスの行方向及び／
又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異なるようにしてあることを特徴とする
。
【００１２】
　本発明に係る液晶表示装置は、液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための複数の電極
対を備え、該電極対を含んで画定される画素がマトリックス状に配列されており、前記画
素に夫々が少なくとも１つの前記電極対を含んで画定される複数の副画素が含まれる液晶
表示装置において、前記複数の副画素のうち少なくとも２つの副画素相互の明度差又は輝
度差が、マトリックスの行方向及び／又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異
なるようにしてあることを特徴とする。
【００１３】
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　本発明に係る液晶表示装置は、前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記画素の配
列位置がマトリックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど大きいことを
特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記液晶層及び電極対を有しており、表示画面が前方に
向けて湾曲する液晶パネルを更に備え、前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記液
晶パネルの表示画面の曲率に応じて異なることを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記液晶パネ
ルの表示画面の中央部から前方に、且つ法線方向に離隔した位置までの距離に応じて異な
ることを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記液晶パネルは、表示画面が前方に向けて凸に湾曲し
ており、前記電圧差又は明度差若しくは輝度差は、前記曲率が大きいほど又は前記距離が
短いほど大きいことを特徴とする。
【００１７】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記少なくとも２つの副画素の夫々は、前記液晶層を介
して対向する副画素電極及び対向電極の電極対を含んで画定されており、前記少なくとも
２つの副画素夫々について設けられたスイッチング素子と、前記副画素電極に前記スイッ
チング素子を介してデータ信号を印加するための少なくとも２つのデータ信号線とを更に
備えることを特徴とする。
【００１８】
　本発明に係る液晶表示装置は、画像データを受け付ける受付部と、前記画素の配列位置
を複数に区分した区分毎に、階調値及び大きさが異なる複数の階調値の対応関係を記憶し
た記憶部と、前記受付部が受け付けた画像データに基づく階調値を、前記画素の配列位置
が属する区分及び前記記憶部の記憶内容に基づいて大きさが異なる複数の階調値に変換す
る画像信号変換部と、該画像信号変換部が変換した複数の階調値夫々に応じたデータ信号
を前記少なくとも２つのデータ信号線に印加するデータ信号線駆動回路とを更に備えるこ
とを特徴とする。
【００１９】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記少なくとも２つの副画素の夫々は、前記液晶層を介
して対向する副画素電極及び対向電極の電極対と、絶縁層と、該絶縁層を介して対向する
補助容量電極及び補助容量対向電極の電極対とを含んで画定されており、前記副画素電極
及び補助容量電極は、電気的に接続されており、前記補助容量対向電極に電圧信号を印加
するための少なくとも２つの補助容量信号線を更に備えることを特徴とする。
【００２０】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記副画素電極及び対向電極によって形成される液晶容
量の大きさと前記補助容量電極及び補助容量対向電極によって形成される補助容量の大き
さとの和に対する前記補助容量の大きさの比は、前記画素の配列位置に応じて異なること
を特徴とする。
【００２１】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記補助容量の大きさは、前記画素の配列位置に応じて
異なることを特徴とする。
【００２２】
　本発明に係る液晶表示装置は、前記補助容量信号線に電圧信号を印加する補助容量信号
線駆動回路を更に備え、該補助容量信号線駆動回路が特定の２つの前記補助容量信号線に
印加する電圧信号は、極性が互いに反転しており、且つ振幅が前記画素の配列位置に応じ
て異なることを特徴とする。
【００２３】
　本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための
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複数の電極対を備え、該電極対を含んで画定される画素がマトリックス状に配列されてお
り、前記画素に夫々が１又は２の前記電極対を含んで画定される複数の副画素が含まれる
液晶表示装置を駆動する方法において、前記複数の副画素のうち少なくとも２つの副画素
夫々を画定する前記電極対により前記液晶層に印加される電圧相互の電圧差を、マトリッ
クスの行方向及び／又は列方向における前記画素の配列位置に応じて異ならせることを特
徴とする。
【００２４】
　本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、液晶層及び該液晶層に電圧を印加するための
複数の電極対を備え、該電極対を含んで画定される画素がマトリックス状に配列されてお
り、前記画素に夫々が１又は２の前記電極対を含んで画定される複数の副画素が含まれる
液晶表示装置を駆動する方法において、前記複数の副画素のうち少なくとも２つの副画素
相互の明度差又は輝度差を、マトリックスの行方向及び／又は列方向における前記画素の
配列位置に応じて異ならせることを特徴とする。
【００２５】
　本発明にあっては、マトリックス状に配列された画素が、液晶層に電圧を印加するため
の電極対を含んで画定されており、且つ、画素に含まれる複数の副画素の夫々が少なくと
も１つの電極対を含んで画定されている。そして、画素に含まれる少なくとも２つの副画
素相互について、夫々の電極対により液晶層に印加される電圧の電圧差が、マトリックス
の行方向及び／又は列方向における画素の配列位置に応じて異なるようにする。
　これにより、画素に含まれる２つ以上の副画素によって液晶層に印加される電圧相互の
電圧差が、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化するため、観察者から見た
表示画面上の観察対象位置に応じてガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する。
【００２６】
　本発明にあっては、マトリックス状に配列された画素が、液晶層に電圧を印加するため
の電極対を含んで画定されており、且つ、画素に含まれる複数の副画素の夫々が少なくと
も１つの電極対を含んで画定されている。そして、画素に含まれる少なくとも２つの副画
素相互について、夫々の明度差又は輝度差がマトリックスの行方向及び／又は列方向にお
ける画素の配列位置に応じて異なるようにする。
　これにより、画素に含まれる２つ以上の副画素相互の明度差又は輝度差が、マトリック
スにおける画素の配列位置に応じて変化するため、観察者から見た表示画面上の観察対象
位置に応じてガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する。
【００２７】
　本発明にあっては、マトリックス状に配列された画素の配列位置がマトリックスの行方
向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど、少なくとも２つの副画素によって液晶層
に印加される電圧相互の電圧差又は上記少なくとも２つの副画素相互の明度差若しくは輝
度差が大きくなる。
　これにより、観察者が表示画面の中央部の前方から表示画面を観察する場合に、観察者
から見た表示画面上の観察対象位置が画面の中央部から水平方向及び／又は垂直方向に離
隔するほどガンマ特性の視野依存性の改善度が高まる。
【００２８】
　本発明にあっては、液晶パネルの表示画面の曲率に応じて、少なくとも２つの副画素に
対応して液晶層に印加される電圧相互の電圧差又は上記少なくとも２つの副画素相互の明
度差若しくは輝度差が異なる。
　これにより、表示画面の曲率に応じてガンマ特性の視野依存性の影響度が変わるのを補
償すべく、ガンマ特性の視野依存性の改善度が変化する。
【００２９】
　本発明にあっては、液晶パネルの表示画面の中央部から表示画面前方の法線方向に離隔
した位置までの距離に応じて、少なくとも２つの副画素に対応して液晶層に印加される電
圧相互の電圧差又は上記少なくとも２つの副画素相互の明度差若しくは輝度差が異なる。
　これにより、表示画面に対する視聴距離に応じてガンマ特性の視野依存性の影響度が変
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わるのを補償すべく、ガンマ特性の視野依存性の改善度が変化する。
【００３０】
　本発明にあっては、前方に向けて凸に湾曲した液晶パネルの表示画面の曲率が大きいほ
ど又は上記視聴距離が短いほど、少なくとも２つの副画素に対応して液晶層に印加される
電圧相互の電圧差又は上記少なくとも２つの副画素相互の明度差若しくは輝度差が大きい
。
　これにより、表示画面の曲率の大／小又は表示画面に対する視聴距離の短／長に応じて
ガンマ特性の視野依存性の影響度が大／小に変わるのを補償すべく、ガンマ特性の視野依
存性の改善度が大／小に変化する。
【００３１】
　本発明にあっては、画素に含まれる少なくとも２つの副画素夫々を画定する電極対に、
液晶層を介して対向する副画素電極及び対向電極が含まれている。そして、副画素電極夫
々に対して、少なくとも２つのデータ信号線からスイッチング素子を介してデータ信号が
印加される。
　これにより、画素に含まれる２つ以上の副画素によって液晶層に相互に大きさが異なる
電圧が印加される。
【００３２】
　本発明にあっては、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素の配列位置を
複数に区分した区分毎に、画像データに係る階調値及び大きさが異なる複数の階調値の対
応関係を予め記憶部に記憶してある。そして、受付部が受け付けた画像データに基づく階
調値を、画像信号変換部が、変換対象の画素の配列位置が属する区分と記憶部の記憶内容
とに基づいて大きさが異なる複数の階調値に変換し、データ信号線駆動回路が変換された
複数の階調値夫々に応じたデータ信号を少なくとも２つのデータ信号線に印加する。
　これにより、画素に含まれる２つ以上の副画素夫々によって液晶層に印加される電圧相
互の電圧差が、マトリックスにおける画素の区分位置に応じて変化する。
【００３３】
　本発明にあっては、画素に含まれる少なくとも２つの副画素夫々を画定する電極対に、
液晶層を介して対向する副画素電極及び対向電極と、絶縁層を介して対向する補助容量電
極及び補助容量対向電極とが含まれており、このうち補助容量電極は副画素電極に電気的
に接続されている。そして、各補助容量対向電極夫々に対して少なくとも２つの補助容量
信号線のうちの少なくとも１つから電圧信号が印加される。
　これにより、画素に含まれる２つ以上の副画素夫々の補助容量対向電極に対して相互に
異なる電圧信号を印加した場合は、夫々の補助容量対向電極に対向する補助容量電極に接
続された副画素電極と対向電極との間に、相互に異なる電圧が印加される。
【００３４】
　本発明にあっては、画素に含まれる少なくとも２つの副画素について、副画素電極及び
対向電極によって形成される液晶容量の大きさを例えばＣＬＣとし、補助容量電極及び補
助容量対向電極によって形成される補助容量の大きさを例えばＣＣＳとした場合、補助容
量対向電極に印加された電圧信号の電圧の変化分に対する液晶容量に印加される電圧の変
化分の比は、直列接続されたコンデンサによる分圧比であるＫ＝ＣＣＳ／（ＣＣＳ＋ＣＬ
Ｃ）に相当する。ここでＫの大きさを、マトリックスの行方向及び／又は列方向における
画素の配列位置に応じて異なるようにする。
　これにより、画素に含まれる２つ以上の副画素によって液晶層に印加される電圧相互の
電圧差が、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化する。
【００３５】
　本発明にあっては、画素に含まれる少なくとも２つの副画素について、マトリックスの
行方向及び／又は列方向における画素の配列位置に応じて上述のＣＣＳの大きさが異なる
ようにし、これに応じてＫの値が変化するようにする。
　これにより、画素に含まれる２つ以上の副画素によって液晶層に印加される電圧相互の
電圧差が、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化する。
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【００３６】
　本発明にあっては、少なくとも２つの補助容量信号線のうち特定の２つの補助容量信号
線に対し、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素の配列位置に応じて振幅
が異なり、且つ極性が反転している信号を、補助容量信号線駆動回路が印加する。
　これにより、画素に含まれる２つ以上の副画素によって液晶層に印加される電圧相互の
電圧差が、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化する。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明によれば、画素に含まれる２つ以上の副画素によって液晶層に印加される電圧相
互の電圧差が、マトリックスにおける画素の配列位置に応じて変化するため、観察者から
見た表示画面上の観察対象位置に応じてガンマ特性の視角依存性の改善度が変化する。
　従って、観察対象位置の変化に応じたガンマ特性の劣化傾向と視野依存性の改善傾向と
を相殺させることにより、表示画面上の観察対象位置における法線と観察者の視線とがな
す角度が比較的大きい場合であっても、ガンマ特性の劣化を効果的に抑制することが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る液晶パネルで画素を画定する構成を模式的に示す説
明図である。
【図３Ａ】液晶パネルの構成を模式的に示す断面図である。
【図３Ｂ】液晶パネルの構成を模式的に示す断面図である。
【図４】各信号線及び液晶容量に印加される信号の電圧変化を示すタイミングチャートで
ある。
【図５Ａ】平面的な液晶パネルに対する視線と表示画面の法線とがなす角度を説明するた
めの説明図である。
【図５Ｂ】前方に凸に湾曲した液晶パネルに対する視線と表示画面の法線とがなす角度を
説明するための説明図である。
【図６】副画素の実効電圧の電圧差を表示画面上の位置に応じて変化させる例を示す説明
図である。
【図７】本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図８】補助容量信号電圧発生回路及び補助容量信号生成回路夫々が出力する電圧及び信
号を説明するための説明図である。
【図９】表示画面上の位置と補助容量信号線に印加する信号の振幅との関係を示す図表で
ある。
【図１０】階調と輝度との関係を示すグラフである。
【図１１】表示画面上の位置とガンマ特性のズレ量との関係を示すグラフである。
【図１２】本発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１３】本発明の実施の形態３に係る液晶パネルで画素を画定する構成を模式的に示す
説明図である。
【図１４】明暗階調設定回路による階調の変換を説明するための説明図である。
【図１５】本発明の実施の形態４に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１６Ａ】前方に凸に湾曲した液晶パネルに対する視線と表示画面の法線とがなす角度
を説明するための説明図である。
【図１６Ｂ】前方に凹に湾曲した液晶パネルに対する視線と表示画面の法線とがなす角度
を説明するための説明図である。
【図１７】本発明の実施の形態５に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１８】変換テーブル記憶部の記憶内容の例を示す説明図である。
【図１９】他の変換テーブル記憶部の記憶内容の例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
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【００３９】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図であり、
図２は、本発明の実施の形態１に係る液晶パネル１００ａで画素Ｐを画定する構成を模式
的に示す説明図である。図１に示す液晶表示装置は、後述の電極対を複数含んで画定され
る画素Ｐが表示画面の垂直方向及び水平方向にマトリックス状に配列された液晶パネル１
００ａを備える。液晶パネル１００ａは、表示画面が前方に向けて凸に湾曲している。液
晶パネル１００ａについては、代表的な１つの画素Ｐ及び画素Ｐに係る各信号線を中心に
図示する。
【００４０】
　図２において、画素Ｐは、液晶パネル１００ａの表示画面の垂直方向（以下単に垂直方
向という：水平方向についても同様）に二分された副画素ＳＰ１及びＳＰ２を含んでなる
。副画素ＳＰ１は、液晶層３を介して対向する副画素電極１１ａ及び対向電極２１の電極
対と、絶縁層１２を介して対向する補助容量電極１３ａ及び補助容量対向電極１４ａの電
極対とによって画定される。副画素電極１１ａには、ＴＦＴ（Thin Film Transistor ：
スイッチング素子に対応）１５ａの一端子が接続されている。副画素電極１１ａ及び補助
容量電極１３ａは電気的に接続されている。副画素電極１１ａ及び対向電極２１により、
液晶容量Ｃｌｃ１が形成される。また、補助容量電極１３ａ及び補助容量対向電極１４ａ
により、補助容量Ｃｃｓ１が形成される。
【００４１】
　同様に副画素ＳＰ２は、液晶層３を介して対向する副画素電極１１ｂ及び対向電極２１
の電極対と、絶縁層１２を介して対向する補助容量電極１３ｂ及び補助容量対向電極１４
ｂの電極対とによって画定される。副画素電極１１ｂには、ＴＦＴ１５ｂの一端が接続さ
れている。副画素電極１１ｂ及び補助容量電極１３ｂは電気的に接続されている。対向電
極２１は、副画素ＳＰ１及びＳＰ２について共通であるが、これに限定されるものではな
い。副画素電極１１ｂ及び対向電極２１により、液晶容量Ｃｌｃ２が形成される。また、
補助容量電極１３ｂ及び補助容量対向電極１４ｂにより、補助容量Ｃｃｓ２が形成される
。
【００４２】
　画素Ｐの水平方向の一の側方には、ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂ夫々を介して副画素電極１
１ａ及び１１ｂにソース信号（データ信号に相当）を印加するためのソース信号線（デー
タ信号線に相当）ＳＬが垂直方向に直線的に配されている。ソース信号線ＳＬには、ＴＦ
Ｔ１５ａ及び１５ｂの他端が接続されている。補助容量対向電極１４ａ及び１４ｂ夫々は
、画素Ｐの垂直方向の両端部を水平方向に直線的に横切るように配された補助容量信号線
ＣＳ１及びＣＳ２に接続されている。ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂのゲート電極は、画素Ｐの
中央部を水平方向に横切るように直線的に配された走査信号線ＧＬに接続されている。
【００４３】
　図１に移って、実施の形態１に係る液晶表示装置は、また、走査信号線ＧＬ，ＧＬ，・
・ＧＬに走査信号を印加するゲートドライバＧＤと、ソース信号線ＳＬ，ＳＬ，・・ＳＬ
にソース信号を印加するソースドライバ（データ信号線駆動回路に相当）ＳＤと、補助容
量信号線ＣＳ１，ＣＳ２、ＣＳ１，ＣＳ２、・・ＣＳ１，ＣＳ２に電圧信号を印加するた
めの補助容量信号幹配線ＣＳＬａと、ゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤ及び補助
容量信号幹配線ＣＳＬａを用いて液晶パネル１００ａによる表示を制御する表示制御回路
４ａとを備える。
【００４４】
　表示制御回路４ａは、画像を表す画像データを含む画像信号を受け付ける画像信号入力
回路（受付部に相当）４０と、画像信号入力回路４０によって分離されたクロック信号及
び同期信号に基づいてゲートドライバＧＤ及びソースドライバＳＤ夫々を制御するゲート
ドライバ制御回路４１及びソースドライバ制御回路４２ａとを有する。表示制御回路４ａ
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は、また、画像信号入力回路４０からのタイミング信号に基づいて、補助容量信号線ＣＳ
１及びＣＳ２に印加する電圧信号を生成する補助容量信号生成回路（補助容量信号線駆動
回路に相当）４６ａを有する。補助容量信号生成回路４６ａは、補助容量信号幹配線ＣＳ
Ｌａを介して補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２を駆動するようになっている。
【００４５】
　ゲートドライバ制御回路４１及びソースドライバ制御回路４２ａ夫々は、ゲートドライ
バＧＤ及びソースドライバＳＤの周期的な動作に必要となるスタート信号、クロック信号
、イネーブル信号等の制御信号を生成する。ソースドライバ制御回路４２ａは、また、画
像信号入力回路４０によって分離されたデジタルの画像データに基づいてアナログの画像
データを生成してソースドライバＳＤに与える。
【００４６】
　ゲートドライバＧＤは、画像データの１垂直走査期間内に、走査信号線ＧＬ，ＧＬ，・
・ＧＬに対して、所定の時間差で順次走査信号を印加する。ソースドライバＳＤは、ソー
スドライバ制御回路４２ａから与えられたアナログの画像データ（直列データ）を１水平
走査期間だけ蓄積して生成した１ライン分の画像を表すソース信号（並列データ）をソー
ス信号線ＳＬ，ＳＬ，・・ＳＬに並列的に印加する。ここでの１ライン分のソース信号は
、上記所定の時間差で更新される。
【００４７】
　ソース信号線ＳＬ，ＳＬ，・・ＳＬに印加されたソース信号は、一の走査信号線ＧＬに
走査信号が印加される１水平走査期間に、上記一の走査信号線ＧＬにゲートが接続された
ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂ夫々を介して副画素電極１１ａ及び１１ｂに印加されると共に、
補助容量電極１３ａ及び１３ｂにも印加される。これにより、副画素ＳＰ１及びＳＰ２夫
々に形成された液晶容量Ｃｌｃ１及びＣｌｃ２と、補助容量Ｃｃｓ１及びＣｃｓ２とにソ
ース信号が書き込まれる。このようにして１水平走査期間に１ライン分のソース信号が１
ライン分の画素Ｐ，Ｐ，・・Ｐに同時的に書き込まれる。書き込まれたソース信号は、１
垂直走査期間だけ保持される。
【００４８】
　次に、液晶パネル１００ａ及びこれと置き換え得る他の液晶パネルの光学的な構成につ
いて説明する。
　図３Ａは、液晶パネル１００ａの構成を模式的に示す断面図であり、図３Ｂは、液晶パ
ネル１００ｘの構成を模式的に示す断面図である。液晶パネル１００ａと液晶パネル１０
０ｘとは構成の一部のみが異なるため、説明の大部分を共通に行う。液晶パネル１００ａ
及び１００ｘは、第１ガラス基板（アレイ基板）１及び第２ガラス基板２の間に、液晶層
３を介装させて構成されている。第１ガラス基板１及び第２ガラス基板２の対向する一の
表面同士の間には、液晶層３に封入される液晶を封止するためのシール材３３が、第２ガ
ラス基板２の周縁部に沿って設けられている。
【００４９】
　第１ガラス基板１の一の表面上には、夫々が透明電極からなる副画素電極１１ａ及び１
１ｂと、補助容量電極１３ａ及び１３ｂと、補助容量対向電極１４ａ及び１４ｂと、絶縁
層１２と、ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂとが含まれる層の上に配向膜３１が形成されている。
特に液晶パネル１００ｘでは、配向膜３１と上記ＴＦＴ１５ａ，１５ｂ等が含まれる層と
の間に、各画素Ｐに対応するＲ，Ｇ，Ｂ三色のカラーフィルタＣＦが形成されている。第
１ガラス基板１の他の表面には、偏光板１９が貼り付けられている。第１ガラス基板１の
一の表面の一の縁部には、ゲートドライバＧＤが表面実装されたフレキシブル基板１８が
取り付けられている。
【００５０】
　第２ガラス基板２の一の表面上には、透明電極からなる対向電極２１と、配向膜３２と
が積層されて形成されている。特に液晶パネル１００ａでは、第２ガラス基板２と対向電
極２１との間にカラーフィルタＣＦが形成されている。第２ガラス基板２の他の表面には
、偏光板２９が貼り付けられている。偏光板１９と偏光板２９とでは、夫々を通過する光
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の偏光方向（偏光面）が９０度異なるようにしてある。バックライト（不図示）は、第１
ガラス基板１の他の表面側（偏光板１９が貼り付けられている側）に設けられている。
【００５１】
　液晶パネル１００ａと１００ｘとでは、実質的には、カラーフィルタＣＦの位置のみが
異なる。第１ガラス基板１側にカラーフィルタＣＦを配置することにより、表示画面を湾
曲させた場合の色ずれ防止に効果を奏する。
【００５２】
　上述の構成において、画素Ｐの副画素電極１１ａ及び１１ｂ夫々と対向電極２１との間
に電圧が印加されない場合、画素Ｐを透過する光の偏光方向が変化しないため、バックラ
イトから照射されて偏光板１９を透過した光は、偏光板２９に吸収される。これに対し、
画素Ｐの副画素電極１１ａ及び１１ｂ夫々と対向電極２１との間に電圧が印加された場合
、画素Ｐを透過する光の偏光方向が電圧の大きさに応じて変化するため、バックライトか
ら照射されて偏光板１９を透過した光の偏光方向が電圧の大きさに応じて変化して偏光板
２９を透過するようになる。これにより、画素Ｐが表示する画像の明るさが変化する。
【００５３】
　次に、補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２に印加される電圧信号と、液晶容量Ｃｌｃ１及
びＣｌｃ２に印加される電圧との関係について説明する。
　図４は、各信号線及び液晶容量Ｃｌｃ１，Ｃｌｃ２に印加される信号の電圧変化を示す
タイミングチャートである。図４に示す６つのタイミング図では、何れも同一の時間軸を
横軸にしてあり、縦軸には図の上段から、ソース信号線ＳＬ、走査信号線ＧＬ、補助容量
信号線ＣＳ１、補助容量信号線ＣＳ２、液晶容量Ｃｌｃ１、及び液晶容量Ｃｌｃ２夫々に
印加される信号ＳＬＳ、信号ＧＬＳ、信号ＣＳＳ１、信号ＣＳＳ２、信号ＬＣＳ１、及び
信号ＬＣＳ２の信号レベルを示す。対向電極２１の電位はＶｃｏｍで示す。各信号の電圧
は、Ｖｃｏｍに対する電位差である。なお、縦軸の単位電圧の大きさは必ずしも均等では
ない。
【００５４】
　信号ＳＬＳは、例えば時刻Ｔ０で立ち上がり、２水平走査期間（２Ｈ）後の時刻Ｔ４で
立ち下がり、更に２水平走査期間後の時刻Ｔ５で再び立ち上がる。このように信号ＳＬＳ
は、２水平走査期間（２Ｈ）毎に極性が反転するアナログの電圧信号であるが、反転周期
がこれに限定されるものではない。ここでは時刻Ｔ０及びＴ３の間における信号ＳＬＳの
電圧をＶｓとする。
　信号ＧＬＳは、時刻Ｔ０からＴ３までの１水平走査期間内における時刻Ｔ１からＴ２ま
での所定期間だけＨ（ハイ）レベルとなり、その他の期間はＬ（ロウ）レベルの信号であ
る。
【００５５】
　信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２は、絶対値が同じで極性が異なる電圧Ｖａ＿Ｈ及びＶａ＿Ｌ
が交互に周期的に保持される矩形波であり、互いに位相が１８０°異なっている。Ｖａ＿
Ｈ及びＶａ＿Ｌの電圧差、即ち信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の振幅はＶｃｓである。信号Ｃ
ＳＳ１の電圧は、時刻Ｔ０にてＶａ＿ＬからＶａ＿Ｈとなり、時刻Ｔ３にてＶａ＿Ｈから
Ｖａ＿Ｌとなり、更に時刻Ｔ４にてＶａ＿ＬからＶａ＿Ｈとなる。また、信号ＣＳＳ２の
電圧は、時刻Ｔ０にてＶａ＿ＨからＶａ＿Ｌとなり、時刻Ｔ３にてＶａ＿ＬからＶａ＿Ｈ
なり、更に時刻Ｔ４にてＶａ＿ＨからＶａ＿Ｌとなる。以後、信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２
は、これら一連の電圧変化を周期的に繰り返す。
【００５６】
　以下では、信号ＬＣＳ１及びＬＣＳ２の電圧が図４に示すように時間変化することを説
明する。時刻Ｔ１で信号ＧＬＳがＨレベルになった場合、図２に示すＴＦＴ１５ａ及び１
５ｂがオン（導通状態）となり、ソース信号線ＳＬの信号ＳＬＳが副画素電極１１ａ及び
１１ｂと補助容量電極１３ａ及び１３ｂとに印加される。これにより、液晶容量Ｃｌｃ１
及びＣｌｃ２夫々に印加される信号ＬＣＳ１及びＬＣＳ２の電圧がＶｓとなる。
【００５７】
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　次に、時刻Ｔ２で信号ＧＬＳがＬレベルになった場合、ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂがオフ
（非導通状態）となるが、このときに所謂引き込み現象の影響で、液晶容量Ｃｌｃ１及び
Ｃｌｃ２夫々に印加される信号ＬＣＳ１及びＬＣＳ２の電圧が、時刻Ｔ２直前の電圧から
Ｖｄだけ低下してＶｓ－Ｖｄとなる。このとき、補助容量Ｃｃｓ１及びＣｃｓ２に印加さ
れる電圧もＶｄだけ低下するのは言うまでもない。
【００５８】
　ここで、副画素電極１１ａ及び１１ｂが同サイズに形成されるものとして、液晶容量Ｃ
ｌｃ１及びＣｌｃ２の静電容量をＣＬＣとする。また、補助容量電極１３ａ及び１３ｂが
同サイズに、補助容量対向電極１４ａ及び１４ｂが同サイズに夫々形成されるものとして
、補助容量Ｃｃｓ１及びＣｃｓ２の静電容量をＣＣＳとする。
【００５９】
　次に、時刻Ｔ３で信号ＣＳＳ１の電圧がＶａ＿ＨからＶａ＿Ｌに変化した場合、直列的
に接続された液晶容量Ｃｌｃ１及びＣｃｓ１のうち液晶容量Ｃｌｃ１の電圧Ｖｌｃ１（Ｔ
３）は、時刻Ｔ３直前の電圧からＶｃｓ×Ｋ１だけ低下してＶｓ－Ｖｄ－Ｋ×Ｖｃｓとな
る。但しＫ＝ＣＣＳ／（ＣＣＳ＋ＣＬＣ）である。
　同様に時刻Ｔ３で信号ＣＳＳ２の電圧がＶａ＿ＬからＶａ＿Ｈに変化した場合、液晶容
量Ｃｌｃ２の電圧Ｖｌｃ２（Ｔ３）は、時刻Ｔ３直前の電圧からＶｃｓ×Ｋ２だけ上昇し
てＶｓ－Ｖｄ＋Ｋ×Ｖｃｓとなる。
【００６０】
　その後の時刻Ｔ４では、液晶容量Ｃｌｃ１に印加される信号ＬＣＳ１の電圧が、時刻Ｔ
４直前の電圧からＶｃｓ×Ｋだけ上昇してＶｓ－Ｖｄとなる。同様に液晶容量Ｃｌｃ２に
印加される信号ＬＣＳ２の電圧は、時刻Ｔ４直前の電圧からＶｃｓ×Ｋだけ低下してＶｓ
－Ｖｄとなる。これらの電圧は、時刻Ｔ３直前の電圧と同じである。以後、信号ＬＣＳ１
及びＬＣＳ２の電圧は、１水平走査期間毎に上記の時刻Ｔ３及びＴ４における電圧変化を
交互に繰り返す。
【００６１】
　つまり、副画素ＳＰ１に対応する液晶容量Ｃｌｃ１によって液晶層３に印加される電圧
の実効値（以下、副画素ＳＰ１の実効電圧という）Ｖ１は、Ｖ１＝Ｖｓ－Ｖｄ－Ｋ×Ｖｃ
ｓ／２であり、副画素ＳＰ２に対応する液晶容量Ｃｌｃ２によって液晶層３に印加される
電圧の実効値（以下、副画素ＳＰ２の実効電圧という）Ｖ２は、Ｖ２＝Ｖｓ－Ｖｄ＋Ｋ×
Ｖｃｓ／２である。よって、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差は、Ｖ１－Ｖ２
＝Ｋ×Ｖｃｓとなる。
【００６２】
　以上のことから、Ｋの値を変化させるか、又はＶｃｓの大きさを変化させることにより
、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差が変化することが分かる。例えばＫの値を
大／小に変化させるには、ＣＣＳを大／小に変化させるか、又はＣＬＣを小／大に変化さ
せればよい。本実施の形態１では、上記の実効電圧の電圧差を変化させる場合に、Ｋの値
を変化させるものとする。次に、上記の実効電圧の電圧差を、どのような場合にどのよう
に変化させる必要があるかについて説明する。
【００６３】
　図５Ａは、平面的な液晶パネル１００に対する視線と表示画面の法線とがなす角度を説
明するための説明図であり、図５Ｂは、前方に凸に湾曲した液晶パネル１００ａに対する
視線と表示画面の法線とがなす角度を説明するための説明図である。表示画面の中央部及
び端部夫々における法線を太い実線及び破線で表す。図５Ａ及び５Ｂ夫々における観察者
が表示画面の両端を見込む視角を２α及び２βとする。簡単のために、図５Ａ及び５Ｂで
は、表示画面に沿った横幅が同一の液晶パネル１００及び１００ａについて、観察者が表
示画面の中央部の前方から表示画面に正対して観察する場合について説明する。
【００６４】
　図５Ａの場合、観察者が表示画面の中央部を観察する場合の視線と、中央部から離隔し
た位置を観察する場合の視線とがなす角度が、α’からαに増加するのに応じて、表示画
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面上の観察対象位置における法線と視線とがなす角度も、α’からαに増加する。
【００６５】
　一方、図５Ｂの場合、観察者が表示画面の中央部を観察する場合の視線と、中央部から
離隔した位置を観察する場合の視線とがなす角度が、β’からβに増加するのに応じて、
表示画面上の観察対象位置における法線と視線とがなす角度はδ’からδに増加する。こ
の場合、δ’からδへの増加率は、液晶パネル１００ａの表示画面の曲率に応じて大きく
なるため、β’からβへの増加率よりも、δ’からδへの増加率の方が大きいことは自明
である。以上のことから、図５Ｂの場合は、表示画面上の観察対象位置が表示画面の中央
部から端部に移動するのに応じて、ガンマ特性の視角依存性の問題が顕著になることが分
かる。
【００６６】
　さて、画素毎に複数の副画素を有する液晶表示装置では、複数の副画素の実効電圧を変
えて副画素相互の明度差又は輝度差を異ならせることにより、ガンマ特性の視角依存性が
改善されることが分かっている。そこで、本実施の形態１では、副画素ＳＰ１及びＳＰ２
の実効電圧の電圧差を、表示画面の中央部では小さく端部では大きくし、且つその間にお
ける画素Ｐの位置の変化に応じて上記の実効電圧の電圧差を滑らかに変化させることとす
る。これに応じて、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の明度差又は輝度差が滑らかに変化する。
【００６７】
　図６は、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差を表示画面上の位置に応じて変化
させる例を示す説明図である。本実施の形態１では、図の上段に示すように、液晶パネル
１００ａの表示画面を領域Ａから領域Ｇまでの縦長の仮想的な領域に水平方向に分割する
。領域Ａ及びＧ夫々が表示画面に向かって左側及び右側の縁部に対応し、領域Ｄが表示画
面の中央部に対応する。表示画面の分割数は、ＡからＧの７つに限定されない。
【００６８】
　ここでは、各領域中の画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差が
、領域Ａ及びＧで最大に、且つ領域Ｄで最小になるようにする。そして、領域Ａから領域
Ｂ，Ｃ，Ｄへと向かう順、及び領域Ｇから領域Ｆ，Ｅ，Ｄへと向かう順に、上記の実効電
圧の電圧差が段階的に小さくなるようにする。具体的には、上述のＣＬＣの大きさが、領
域Ａ及びＧで最小に、且つ領域Ｄで最大になるようにする。ＣＣＳの大きさが、領域Ａ及
びＧで最大に、且つ領域Ｄで最小になるようにしてもよい。
【００６９】
　上述のとおり、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差を変化させることにより、
例えば図６の下段に示すように、領域Ａ及びＧにおける副画素ＳＰ１を黒に近い明度又は
輝度で表示させ、且つ領域Ａから領域Ｂ，Ｃ，Ｄへと向かう順、及び領域Ｇから領域Ｆ，
Ｅ，Ｄへと向かう順に、副画素ＳＰ１の明度又は輝度を増加させる。そしてこれとは反対
に、領域Ａ及びＧにおける副画素ＳＰ２を白に近い明度又は輝度で表示させ、且つ領域Ａ
から領域Ｂ，Ｃ，Ｄへと向かう順、及び領域Ｇから領域Ｆ，Ｅ，Ｄへと向かう順に、副画
素ＳＰ２の明度又は輝度を減少させる。これにより、図６の上段に示すように、観察者か
ら観察される画素Ｐの明度又は輝度が、液晶パネル１００ａの表示画面の全体に一様に分
布するようになる。
【００７０】
　なお、本実施の形態１では、液晶パネル１００ａの表示画面が前方に向けて凸に湾曲し
ている場合について説明したが、これに限定されるものではない。図５Ａに示す液晶パネ
ル１００のように表示画面が平面的な場合であっても、表示画面を複数の領域に分割して
、各領域中の画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差を変化させる
ことにより、各領域についてのガンマ特性の視角依存性を最適化することができる。これ
は、液晶パネル１００の水平方向の幅が比較的大きい場合、又は観察者と表示画面との距
離が比較的短い場合に特に有効である。
【００７１】
　また、実施の形態１では、液晶パネル１００ａの表示画面を複数の縦長の仮想的な領域
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に水平方向に分割したが、例えば表示画面が縦長の場合は、表示画面を複数の横長の仮想
的な領域に垂直方向に分割してもよい。この場合は、表示画面の垂直方向における画素Ｐ
の配列位置に応じて、副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差を変化させればよい
【００７２】
　更に、実施の形態１では、観察者が表示画面の中央部の前方から表示画面に正対して観
察する場合について、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２の実効電圧の電圧差が、
表示画面の中央部では小さく端部では大きくなるようにしたが、これに限定されるもので
はない。例えば、観察者が、図５Ｂに示す位置から水平方向又は垂直方向に偏った位置で
表示画面を観察する場合は、観察者が正対する表示画面上の位置を中心にして、上記の実
効電圧の電圧差が小から大に変化するようにすればよい。つまり、上記の実効電圧の電圧
差を、表示画面の水平方向及び／又は垂直方向における画素Ｐの配列位置に応じて変化さ
せればよい。
【００７３】
　更にまた、実施の形態１では、画素Ｐに２つの副画素ＳＰ１及びＳＰ２が含まれており
、補助容量対向電極１４ａ及び１４ｂ夫々が補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２に接続され
ている例について説明したが、副画素の数は２つに限定されず、３つ以上であってもよい
し、副画素の数に応じて補助容量信号線の数を増加させてもよい。例えば１つの画素に３
つの副画素が含まれる場合、任意の２つの副画素の実効電圧の電圧差を２つの補助容量信
号線ＣＳ１及びＣＳ２を用いて上述したように変化させればよいし、更に第３の副画素の
実効電圧を、上記２つの副画素の実効電圧の中間的な電圧になるように変化させてもよい
。これにより、どの２つの副画素の実効電圧の電圧差についても、画素Ｐの位置に応じて
変化することとなる。なお、このような中間的な実効電圧を３つ目の副画素の実効電圧と
する技術については、特開２０１２－２５６０８０号公報に詳しいため、ここでの説明を
省略する。
【００７４】
　以上のように本実施の形態１によれば、マトリックス状に配列された画素Ｐが、液晶層
３に電圧を印加するための複数の電極対を含んで画定されており、且つ、画素Ｐに含まれ
る副画素ＳＰ１及びＳＰ２夫々が、副画素電極１１ａと対向電極２１の電極対、及び副画
素電極１１ｂと対向電極２１の電極対を含んで画定されている。そして、画素Ｐに含まれ
る副画素ＳＰ１，ＳＰ２又はこれらに第３の副画素を加えた３つ以上の副画素相互につい
て、夫々の電極対により液晶層３に印加される電圧の電圧差又は夫々の明度差若しくは輝
度差が、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素Ｐの配列位置に応じて異な
るようにする。
　これにより、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素
によって液晶層３に印加される電圧相互の電圧差又は上記２つ以上の副画素相互の明度差
若しくは輝度差が、マトリックスにおける画素Ｐの配列位置に応じて変化するため、観察
者から見た表示画面上の観察対象位置に応じてガンマ特性の視角依存性の改善度が変化す
る。
　従って、表示画面上の観察対象位置における法線と観察者の視線とがなす角度が比較的
大きい場合であっても、ガンマ特性の劣化を効果的に抑制することが可能となる。
【００７５】
　また、実施の形態１によれば、マトリックス状に配列された画素Ｐの配列位置がマトリ
ックスの行方向及び／又は列方向の中央部から離隔するほど、副画素ＳＰ１，ＳＰ２をは
じめとする２つ以上の副画素によって液晶層３に印加される電圧相互の電圧差又は上記２
つ以上の副画素相互の明度差若しくは輝度差が大きくなるようにする。
　従って、観察者が表示画面の中央部の前方から表示画面を観察する場合に、観察者から
見た表示画面上の観察対象位置が画面の中央部から水平方向及び／又は垂直方向に離隔す
るほどガンマ特性の視野依存性の改善度を高めることが可能となる。
【００７６】
　更に、実施の形態１によれば、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２夫々を画定す
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る電極対に、補助容量電極１３ａと補助容量対向電極１４ａとの電極対、及び補助容量電
極１３ｂと補助容量対向電極１４ｂとの電極対が含まれている。このうち補助容量電極１
３ａは副画素電極１１ａに、補助容量電極１３ｂは副画素電極１１ｂに、夫々電気的に接
続されている。そして、補助容量対向電極１４ａ及び１４ｂ夫々に対して補助容量信号線
ＣＳ１及びＣＳ２から電圧信号が印加される。
　従って、補助容量対向電極１４ａ及び１４ｂに対して相異なる電圧信号が印加されるた
め、補助容量対向電極１４ａに対向する補助容量電極１３ａに接続された副画素電極１１
ａと対向電極２１との間、及び補助容量対向電極１４ｂに対向する補助容量電極１３ｂに
接続された副画素電極１１ｂと対向電極２１との間に、相異なる電圧を印加することが可
能となる。画素Ｐに更に含まれる第３の副画素の副画素電極と対向電極２１との間につい
ても、副画素ＳＰ１及びＳＰ２夫々について上記電極間に印加した電圧とは相互に異なる
電圧を印加することが可能となる。
【００７７】
　更にまた、実施の形態１によれば、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２について
、副画素電極１１ａ及び対向電極２１によって形成される液晶容量Ｃｌｃ１の大きさと、
副画素電極１１ｂ及び対向電極２１によって形成される液晶容量Ｃｌｃ２の大きさとを、
例えばＣＬＣとする。また、補助容量電極１３ａ及び補助容量対向電極１４ａによって形
成される補助容量Ｃｃｓ１の大きさと、補助容量電極１３ｂ及び補助容量対向電極１４ｂ
によって形成される補助容量Ｃｃｓ２の大きさとを、例えばＣＣＳとする。補助容量対向
電極１４ａ及び１４ｂ夫々に印加される電圧信号の電圧の変化分に対する液晶容量Ｃｌｃ
１及びＣｌｃ２に印加される電圧の変化分の比は、直列接続されたコンデンサによる分圧
比に相当するＫ＝ＣＣＳ／（ＣＣＳ＋ＣＬＣ）となる。画素Ｐに更に含まれる第３の副画
素について、補助容量対向電極に印加される電圧信号の変化分に対する液晶容量に印加さ
れる電圧の変化分の比についても同様である。ここではＫの大きさを、マトリックスの行
方向及び／又は列方向における画素Ｐの配列位置に応じて異なるようにする。
　従って、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素によ
って液晶層３に印加される電圧相互の電圧差を、マトリックスにおける画素Ｐの配列位置
に応じて変化させることが可能となる。
【００７８】
　更にまた、実施の形態１によれば、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２について
、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素Ｐの配列位置に応じて上述のＣＣ
Ｓの大きさが異なるようにし、これに応じてＫの値が変化するようにする。画素Ｐに更に
含まれる第３の副画素についても同様にする。
　従って、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素によ
って液晶層３に印加される電圧相互の電圧差を、マトリックスにおける画素Ｐの配列位置
に応じて変化させることが可能となる。
【００７９】
（実施の形態２）
　実施の形態１が、補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２夫々に印加する信号ＣＳＳ１及びＣ
ＳＳ２の振幅をＶｃｓに固定する形態であるのに対し、実施の形態２は、画素Ｐの位置に
応じて信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の振幅を変化させる形態である。
【００８０】
　図７は、本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である。
実施の形態２に係る液晶表示装置は、画素Ｐが表示画面の垂直方向及び水平方向にマトリ
ックス状に配列された液晶パネル１００ｂを備える。液晶パネル１００ｂは、表示画面が
前方に向けて凸に湾曲している。液晶パネル１００ｂについては、代表的な３つの画素Ｐ
及び画素Ｐに係る各信号線を中心に図示する。以下、実施の形態１と同様の構成について
は、同様の符号を付して説明の一部又は全部を省略する。
【００８１】
　液晶パネル１００ｂは、領域Ａから領域Ｉまでの縦長の領域に水平方向に分割されてい
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る。領域Ａ及びＩ夫々が表示画面に向かって左側及び右側の縁部に対応し、領域Ｅが表示
画面の中央部に対応する。表示画面の分割数は、ＡからＩの９つに限定されない。補助容
量信号線ＣＳ１及びＣＳ２は、領域ＡからＩまでの領域毎に分断されている。画素Ｐの水
平方向の他の側方には、補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２夫々に電圧信号を印加するため
の枝配線ＢＲ１及びＢＲ２が垂直方向に直線的に配されている。枝配線ＢＲ１及びＢＲ２
は、画素Ｐ毎に配されていてもよいし、上記の領域毎に共通的に配されていてもよい。
【００８２】
　実施の形態２に係る液晶表示装置は、また、ゲートドライバＧＤと、ソースドライバＳ
Ｄと、枝配線ＢＲ１，ＢＲ２、ＢＲ１，ＢＲ２、・・ＢＲ１，ＢＲ２に電圧信号を印加す
るための補助容量信号幹配線ＣＳＬｂと、ゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤ及び
補助容量信号幹配線ＣＳＬｂを用いて液晶パネル１００ｂによる表示を制御する表示制御
回路４ｂとを備える。
【００８３】
　表示制御回路４ｂは、画像信号入力回路４０と、ゲートドライバ制御回路４１と、ソー
スドライバ制御回路４２ａとを有する。表示制御回路４ａは、また、補助容量信号線ＣＳ
１及びＣＳ２に印加されるべき電圧信号の信号振幅を決定付ける信号電圧を発生する補助
容量信号電圧発生回路４５ａと、補助容量信号電圧発生回路４５ａが発生した直流的な信
号電圧及び画像信号入力回路４０からのタイミング信号に基づいて補助容量信号線ＣＳ１
及びＣＳ２に印加する電圧信号を生成する補助容量信号生成回路（補助容量信号線駆動回
路に相当）４６ｂとを有する。
【００８４】
　補助容量信号生成回路４６ｂは、補助容量信号幹配線ＣＳＬｂを介して領域ＡからＩま
での領域毎に信号振幅が異なる電圧信号で補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２を駆動するよ
うになっている。この場合、補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２を上記の領域毎に分断せず
に接続しておき、隣り合う領域間で信号振幅が連続的に変化するようにしてもよい。
【００８５】
　図８は、補助容量信号電圧発生回路４５ａ及び補助容量信号生成回路４６ｂ夫々が出力
する電圧及び信号を説明するための説明図である。補助容量信号電圧発生回路４５ａは、
実施の形態１の図４に示すＶａ＿Ｈ及びＶａ＿Ｌに対応する直流的な信号電圧を領域Ａか
らＩまでの領域毎に発生する。具体的には、領域Ａについて絶対値が同じで極性が異なる
（以下同様）電圧ＶＡ＿Ｈ及びＶＡ＿Ｌを発生し、領域Ｂについて電圧ＶＢ＿Ｈ及びＶＢ
＿Ｌを発生し、・・・領域Ｉについて電圧ＶＩ＿Ｈ及びＶＩ＿Ｌを発生する。よって、本
実施の形態２では、補助容量信号電圧発生回路４５ａが出力する信号電圧は１８種類であ
る。
【００８６】
　補助容量信号生成回路４６ｂは、補助容量信号電圧発生回路４５ａからの信号電圧と、
画像信号入力回路４０からのタイミング信号とに基づいて、実施の形態１の図４に示す信
号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２に対応する信号電圧を領域ＡからＩまでの領域毎に発生する。具
体的には、領域Ａについて電圧ＶＡ＿Ｈ及びＶＡ＿Ｌ夫々に基づいて信号Ａ＿ＣＳＳ１及
びＡ＿ＣＳＳ２を生成し、領域Ｂについて電圧ＶＢ＿Ｈ及びＶＡ＿Ｌ夫々に基づいて信号
Ｂ＿ＣＳＳ１及びＢ＿ＣＳＳ２を生成し、・・・領域Ｉについて電圧ＶＩ＿Ｈ及びＶＩ＿
Ｌ夫々に基づいて信号Ｉ＿ＣＳＳ１及びＩ＿ＣＳＳ２を生成する。よって、本実施の形態
２では、補助容量信号生成回路４６ｂが出力する電圧信号は１８種類である。
【００８７】
　次に、補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２に印加する電圧信号の信号振幅を、画素Ｐの表
示画面上の位置に応じて変化させたときのシミュレーションの結果について説明する。
　図９は、表示画面上の位置と補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２に印加する信号の振幅と
の関係を示す図表であり、図１０は、階調と輝度との関係を示すグラフであり、図１１は
、表示画面上の位置とガンマ特性のズレ量との関係を示すグラフである。
【００８８】
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　図９、１０及び１１でシミュレーションに用いた液晶パネルは６０インチ型であり、湾
曲させる前の平面的な寸法は、縦が７４８．４４ｍｍ、横が１３３０．５６ｍｍである。
この液晶パネルを曲率半径が８００ｍｍとなるように、且つ表示画面が前方に凸となるよ
うに長手方向（横方向＝水平方向）に沿って円筒状に湾曲させたものを液晶パネル１００
ｂとみなし、観察者が表示画面の中央部の前方から表示画面に正対して観察する場合につ
いてシミュレーションを行った。また、観察者から表示画面の中央部までの視聴距離は２
２４５．３２ｍｍとする。この場合、視聴者が表示画面の両端を見込む視角は約４７度と
なる。
【００８９】
　図９において、表示画面上の相対位置は、表示画面の水平方向の左端部、中央部及び右
端部夫々の位置の値を－１．００、０．００及び１．００とし、その間の位置の値を表示
画面に沿う距離に対応させて均等に割り振ったものである。従って、値が－１．００、０
．００及び１．００夫々である位置は、領域Ａの左端部、領域Ｅの中央部及び領域Ｉの右
端部に対応する。また、値が－０．７５、－０．５０及び－０．２５夫々である位置は、
領域Ｂ、Ｃ及びＤに対応し、値が０．２５、０．５０及び０．７５夫々である位置は、領
域Ｆ、Ｇ及びＨに対応する。
【００９０】
　各領域にて補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２に印加する電圧信号の信号振幅は、領域Ａ
、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈ及びＩ夫々にて、４．５０Ｖ、２．６８Ｖ、２．１４Ｖ、
１．８２Ｖ、１．５０Ｖ、１．８２Ｖ、２．１４Ｖ、２．６８Ｖ及び４．５０Ｖとする。
つまり、ＶＡ＿Ｈ－ＶＡ＿Ｌ＝ＶＩ＿Ｈ－ＶＩ＿Ｌ＝４．５０Ｖであり、ＶＥ＿Ｈ－ＶＥ
＿Ｌ＝１．５０Ｖである。
　なお、図１０及び１１における「従来」は、上記の電圧信号の信号振幅が１．５０Ｖに
固定された液晶パネルの場合を表す。
【００９１】
　次に図１０に移って、図の横軸は、画像信号入力回路４０によって分離されたデジタル
の画像データに基づく階調を表し、縦軸は、最大値を１に正規化した輝度を表す。図中の
各曲線は、入力信号の階調に対する表示画面上の各相対位置で観察される輝度を示すガン
マ特性である。一点鎖線は、従来及び本発明に係る液晶パネル１００ｂで、値が０．００
の相対位置における特性を示すものであり、γ値が２．２の標準的な特性となっている。
また、破線及び実線夫々は、従来及び本発明に係る液晶パネル１００ｂで、値が０７５の
相対位置における特性を示すものである。本発明に係る液晶パネル１００ｂでは、従来の
液晶パネルと比較して明らかにγ値が２．２の特性に近いことが分かる。
【００９２】
　ここで、値が０．００の相対位置におけるガンマ特性と、値が０．００以外の相対位置
におけるガンマ特性とのズレ量を、夫々の相対位置における特性曲線で囲まれる領域の面
積に比例する指標によって表す。例えば、本発明に係る液晶パネル１００ｂについて、値
が０．７５の相対位置におけるガンマ特性のズレ量は、図１０における斜線で囲まれた領
域の面積に対応する。
【００９３】
　次に図１１に移って、図の横軸は表示画面上の相対位置を表し、縦軸はガンマ特性のズ
レ量を表す。図中の破線及び実線夫々は、従来及び本発明に係る液晶パネル１００ｂにつ
いてのズレ量を示すものである。従来の液晶パネルでは、値が－１．００及び１．００の
相対位置におけるガンマ特性のズレ量が概ね３０まで増加するのに対し、本発明に係る液
晶パネル１００ｂでは、同じ相対位置におけるガンマ特性のズレ量は、１９程度に収まっ
ている。その他の相対位置についても、本発明に係る液晶パネル１００ｂの方が、従来の
液晶パネルよりもズレ量が小さい。
【００９４】
　なお、本実施の形態２では、画素Ｐに２つの副画素ＳＰ１及びＳＰ２が含まれている例
について説明したが、副画素の数は２つに限定されず、３つ以上であってもよいし、副画
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素の数に応じて補助容量信号線の数を増加させてもよい。例えば１つの画素に３つの副画
素が含まれる場合、任意の２つの副画素の実効電圧の電圧差を２つの補助容量信号線ＣＳ
１及びＣＳ２を用いて上述したように変化させてもよいし、第３の副画素の実効電圧を、
上記２つの副画素の実効電圧の中間的な電圧になるように変化させてもよい。第３の副画
素の実効電圧を第３の補助容量信号線からの電圧信号によって変化させる場合は、補助容
量信号電圧発生回路４５ａが例えば電圧ＶＡ＿Ｍ、ＶＢ＿Ｍ、・・ＶＩ＿Ｍなる第３の信
号電圧を発生し、補助容量信号生成回路４６ｂがＡ＿ＣＳＳ３、Ｂ＿ＣＳＳ３、・・Ｉ＿
ＣＳＳ３なる第３の電圧信号を発生して、補助容量信号幹配線ＣＳＬｂを介して第３の補
助容量信号線に印加すればよい。
【００９５】
　以上のように本実施の形態２によれば、補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２（第３の補助
容量信号線を加えた場合を含む）に対し、マトリックスの行方向及び／又は列方向におけ
る画素Ｐの配列位置に応じて振幅が異なり、且つ極性が反転している信号を、補助容量信
号生成回路４６ｂが印加する。
　従って、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素によ
って液晶層３に印加される電圧相互の電圧差を、マトリックスにおける画素Ｐの配列位置
に応じて変化させることが可能となる。
【００９６】
（実施の形態３）
　実施の形態１が、補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２に相異なる電圧信号を印加すること
により、副画素電極１１ａ及び１１ｂの電圧に電圧差を生じさせる形態であるのに対し、
実施の形態３は、画素Ｐ毎に配した２つのソース信号線ＳＬ１及びＳＬ２夫々を介して副
画素電極１１ａ及び１１ｂに電圧が異なるソース信号を印加する形態である。何れの形態
にあっても、副画素ＳＰ１及びＳＰ２によって液晶層３に印加される電圧に電圧差が生じ
ることとなる。
【００９７】
　図１２は、本発明の実施の形態３に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図であり
、図１３は、本発明の実施の形態３に係る液晶パネル１００ｃで画素Ｐを画定する構成を
模式的に示す説明図である。図１２に示す液晶表示装置は、画素Ｐが表示画面の垂直方向
及び水平方向にマトリックス状に配列された液晶パネル１００ｃを備える。液晶パネル１
００ｃは、表示画面が前方に向けて凸に湾曲している。液晶パネル１００ｃについては、
代表的な３つの画素Ｐ及び画素Ｐに係る各信号線を中心に図示する。以下、実施の形態１
と同様の構成については、同様の符号を付して説明の一部又は全部を省略する。
【００９８】
　図１３において、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２の構成と、副画素ＳＰ１及
びＳＰ２を画定する電極対の構成とは、実施の形態１の図２に示す場合と同様である。副
画素電極１１ａ及び１１ｂ夫々には、ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂの一端子が接続されている
。
【００９９】
　画素Ｐの水平方向の一の側方及び他の側方には、ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂ夫々を介して
副画素電極１１ａ及び１１ｂにソース信号を印加するためのソース信号線ＳＬ１及びＳＬ
２が垂直方向に直線的に配されている。ソース信号線ＳＬ１及びＳＬ２夫々には、ＴＦＴ
１５ａ及び１５ｂの他端が接続されている。補助容量対向電極１４ａ及び１４ｂ夫々は、
補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２に接続されている。ＴＦＴ１５ａ及び１５ｂのゲート電
極は、走査信号線ＧＬに接続されている。
【０１００】
　図１２に移って、液晶パネル１００ｃは、領域Ａから領域Ｉまでの縦長の領域に水平方
向に分割されている。実施の形態３に係る液晶表示装置は、ゲートドライバＧＤと、ソー
ス信号線ＳＬ１，ＳＬ２、ＳＬ１，ＳＬ２、・・ＳＬ１，ＳＬ２にソース信号を印加する
ソースドライバ（データ信号線駆動回路に相当）ＳＤｂと、補助容量信号幹配線ＣＳＬａ
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と、ゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤｂ及び補助容量信号幹配線ＣＳＬａを用い
て液晶パネル１００ｃによる表示を制御する表示制御回路４ｃとを更に備える。
【０１０１】
　表示制御回路４ｃは、画像信号入力回路４０と、ゲートドライバ制御回路４１と、ソー
スドライバＳＤｂを制御する及びソースドライバ制御回路４２ｂとを有する。表示制御回
路４ｃは、また、補助容量信号線ＣＳ１及びＣＳ２に印加する電圧信号を生成する補助容
量信号生成回路４６ｃと、画像信号入力回路４０によって分離されたデジタルの画像デー
タに基づく階調値を変換してソースドライバ制御回路４２ｂに与える明暗階調設定回路（
画像信号変換部に相当）４３と、明暗階調設定回路４３が参照する変換テーブルを記憶す
る変換テーブル記憶部（記憶部に相当）４４ａとを有する。補助容量信号生成回路４６ｃ
は、補助容量信号幹配線ＣＳＬａを介して直流的な電圧信号で補助容量信号線ＣＳ１及び
ＣＳ２を駆動するようになっている。
【０１０２】
　図１４は、明暗階調設定回路４３による階調値の変換を説明するための説明図である。
変換テーブル記憶部４４ａは、０から２５５までの入力階調値の夫々を入力階調値より高
い出力階調値と入力階調値より低い出力階調値との対応関係を示す変換テーブル（ＬＵＴ
＝Look Up Table ）を、領域ＡからＩまでの領域毎に記憶している。明暗階調設定回路４
３は、画像信号入力回路４０からのタイミング信号に基づいて、領域ＡからＩの何れかの
領域に応じた変換テーブルを参照し、参照した変換テーブルに基づいて、画像信号入力回
路４０からの入力階調値を高低２つの出力階調値に変換する。
【０１０３】
　入力階調値から変換された高低２つの出力階調値の夫々は、ソースドライバ制御回路４
２ｂに与えられて電圧が高低に異なる２つのソース信号に変換され、変換された２つのソ
ース信号夫々がソースドライバＳＤｂを介してソース信号線ＳＬ１及びＳＬ２に印加され
る。この場合、ソース信号線ＳＬ１及びＳＬ２に印加されるソース信号の電圧差は、入力
階調値が同じ場合であっても領域ＡからＩまでの領域毎に異なり、且つ階調値に応じて最
適に調整されたものとなる。このようにして画素Ｐに印加される２つのソース信号の電圧
差は、副画素ＳＰ１及びＳＰ２によって液晶層３に印加される電圧の電圧差に反映される
。
【０１０４】
　なお、本実施の形態３では、画素Ｐに２つの副画素ＳＰ１及びＳＰ２が含まれている例
について説明したが、副画素の数は２つに限定されず、３つ以上であってもよいし、副画
素の数に応じてソース信号線の数を増加させてもよい。例えば１つの画素に３つの副画素
が含まれる場合、任意の２つの副画素の実効電圧の電圧差を２つのソース信号線ＳＬ１及
びＳＬ２を用いて上述したように変化させればよいし、更に第３の副画素の実効電圧を、
第３のソース信号線及び第３のＴＦＴを用いて上記２つの副画素の実効電圧の中間的な電
圧になるように変化させてもよい。
【０１０５】
　以上のように本実施の形態３によれば、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１及びＳＰ２夫々
を画定する電極対に、液晶層３を介して対向する副画素電極１１ａと対向電極２１との電
極対、及び副画素電極１１ｂと対向電極２１との電極対が含まれている。そして、副画素
電極１１ａ及び１１ｂ夫々に対して、ソース信号線ＳＬ１及びＳＬ２からＴＦＴ１５ａ及
び１５ｂを介してソース信号が印加される。第３の副画素の副画素電極に対しては、ソー
ス信号線ＳＬ１及びＳＬ２（又は第３のソース信号線）から第３のＴＦＴを介してソース
信号が印加される。
　従って、各画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素に
よって液晶層３に相互に大きさが異なる電圧を印加することが可能となる。
【０１０６】
　また、実施の形態３によれば、マトリックスの行方向及び／又は列方向における画素Ｐ
の配列位置を９つに区分した領域毎に、画像データに係る階調値及び大きさが異なる複数
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の階調値の対応関係を予め変換テーブル記憶部４４ａに記憶してある。そして、画像信号
入力回路４０が受け付けた画像信号から分離した画像データに基づく階調値を、明暗階調
設定回路４３が変換テーブル記憶部４４ａの記憶内容に基づいて大きさが異なる複数の階
調値に変換し、ソースドライバＳＤｂが変換された複数の階調値夫々に応じたソース信号
をソース信号線ＳＬ１及びＳＬ２（又は第３のソース信号線）に印加する。
　従って、画素Ｐに含まれる副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素によ
って液晶層３に印加される電圧相互の電圧差を、マトリックスにおける画素Ｐの区分位置
に応じて変化させることが可能となる。
【０１０７】
（実施の形態４）
　実施の形態２が、画素Ｐの位置に応じて信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の振幅を変化させる
場合に、観察者の視聴距離及び液晶パネル１００ｂの曲率を考慮しない形態であるのに対
し、実施の形態４は、観察者の視聴距離及び／又は液晶パネル１００ｂの曲率を考慮した
上で、画素Ｐの位置に応じて信号ＣＳＳ１及びＣＳＳ２の振幅を変化させる形態である。
【０１０８】
　図１５は、本発明の実施の形態４に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である
。液晶表示装置は、画素Ｐが表示画面の垂直方向及び水平方向にマトリックス状に配列さ
れた液晶パネル１００ｂを備える。液晶パネル１００ｂについては、実施の形態２で用い
たものと同一である。以下、実施の形態１及び２と同様の構成については、同様の符号を
付して説明の一部又は全部を省略する。
【０１０９】
　実施の形態４に係る液晶表示装置は、ゲートドライバＧＤと、ソースドライバＳＤと、
補助容量信号幹配線ＣＳＬｂと、ゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤ及び補助容量
信号幹配線ＣＳＬｂを用いて液晶パネル１００ｂによる表示を制御する表示制御回路４ｄ
とを備える。
【０１１０】
　表示制御回路４ｄは、画像信号入力回路４０と、ゲートドライバ制御回路４１と、ソー
スドライバ制御回路４２ａとを有する。表示制御回路４ｄは、また、前述の電圧ＶＡ＿Ｈ
，ＶＡ＿Ｌ、ＶＢ＿Ｈ，ＶＢ＿Ｌ・・ＶＩ＿Ｈ，ＶＡ＿Ｌ（図８参照）を発生する補助容
量信号電圧発生回路４５ｂと、補助容量信号電圧発生回路４５ｂが発生した上記の直流的
な信号電圧及び画像信号入力回路４０からのタイミング信号に基づいて補助容量信号線Ｃ
Ｓ１及びＣＳ２に印加する電圧信号を生成する補助容量信号生成回路（補助容量信号線駆
動回路に相当）４６ｂとを有する。
【０１１１】
　表示制御回路４ｄは、また、補助容量信号電圧発生回路４５ｂが発生すべき電圧ＶＡ＿
Ｈ，ＶＡ＿Ｌ、ＶＢ＿Ｈ，ＶＢ＿Ｌ、・・ＶＩ＿Ｈ，ＶＩ＿Ｌ夫々の大きさを指定する情
報を複数記憶する信号電圧記憶部４７と、外部からの信号電圧決定データを受け付けて、
信号電圧記憶部４７から読み出されるべき１つの情報を決定する信号電圧決定部４８とを
有する。
【０１１２】
　補助容量信号電圧発生回路４５ｂは、信号電圧決定部４８が決定した情報を信号電圧記
憶部４７から読み出し、読み出した情報によって指定される大きさの電圧ＶＡ＿Ｈ，ＶＡ
＿Ｌ、ＶＢ＿Ｈ，ＶＢ＿Ｌ・・ＶＩ＿Ｈ，ＶＡ＿Ｌを発生する。つまり、補助容量信号生
成回路４６ｂが領域毎に生成する電圧信号の振幅が、外部からの信号電圧決定データに応
じて変化する。これにより、副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素によ
って液晶層３に印加される電圧相互の電圧差と、上記２つ以上の副画素相互の明度差又は
輝度差とが、画素Ｐの配列位置に応じて変化するのみならず、外部からの信号電圧決定デ
ータに応じて変化することとなる。
【０１１３】
　なお、信号電圧決定部４８が、信号電圧記憶部４７に記憶された複数の情報のうちから
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１つの情報を選択するための情報を補助容量信号電圧発生回路４５ｂに与えるようにして
おき、補助容量信号電圧発生回路４５ｂが、信号電圧決定部４８から与えられた情報に基
づいて、信号電圧記憶部４７に記憶された複数の情報のうちから１つの情報を読み出すよ
うにしてもよい。
【０１１４】
　信号電圧記憶部４７が記憶する情報によって大きさが指定される電圧ＶＡ＿Ｈ、ＶＢ＿
Ｈ、・・ＶＩ＿Ｈは、ＶＡ＿Ｈ及びＶＩ＿Ｈが最大、且つＶＥ＿Ｈが最小であって、ＶＡ
＿ＨからＶＥ＿Ｈまで及びＶＩ＿ＨからＶＥ＿Ｈまでの電圧が段階的に小さくなるもので
ある。ＶＡ＿Ｈ、ＶＢ＿Ｈ、・・ＶＩ＿Ｈ夫々と絶対値が同じで極性が異なるＶＡ＿Ｌ、
ＶＢ＿Ｌ、・・ＶＩ＿Ｌについても同様である。
【０１１５】
　これらの電圧は、ガンマ特性の視角依存性が表示画面の全域にわたって適切に改善され
るように予め決定される。この場合、ＶＡ＿Ｈ－ＶＡ＿Ｌ及びＶＩ＿Ｈ－ＶＩ＿Ｌの大き
さの大／小に応じて、表示画面の両端部における画素Ｐの副画素ＳＰ１及びＳＰ２によっ
て液晶層３に印加される電圧の電圧差が大／小となり、ガンマ特性の視角依存性の改善度
が大／小となる。表示画面の両端部に対応するＶＡ＿Ｈ－ＶＡ＿Ｌ及びＶＩ＿Ｈ－ＶＩ＿
Ｌの大きさの大／小に応じて、表示画面の中央部に対応するＶＥ＿Ｈ－ＶＥ＿Ｌの大きさ
が大／小となるようにしてもよいし、ＶＥ＿Ｈ－ＶＥ＿Ｌの大きさを一定にしてもよい。
【０１１６】
　次に、信号電圧決定データについて説明する。
　図１６Ａは、前方に凸に湾曲した液晶パネル１００ｂに対する視線と表示画面の法線と
がなす角度を説明するための説明図であり、図１６Ｂは、前方に凹に湾曲した液晶パネル
１００ｅに対する視線と表示画面の法線とがなす角度を説明するための説明図である。図
１６Ｂに示す２つの液晶パネル１００ｅは同じものであり、表示画面に対する観察者の位
置だけが異なる。
【０１１７】
　図１６Ａ及び１６Ｂ夫々に示す液晶パネル１００ｂ及び１００ｅは、表示画面が前方に
凸及び凹となるように長手方向（横方向＝水平方向）に沿って円筒状に湾曲させてある。
液晶パネル１００ｂ及び１００ｅの曲率中心を中心Ｏとする。観察者は、表示画面の中央
部と中心Ｏとを結ぶ線分上又はこの線分の延長上に位置しており、表示画面に正対してい
る。ここでは、表示画面の中央部と観察者の位置との離隔距離、即ち視聴距離をＬとし、
表示画面の曲率半径をＲとする。観察対象位置が表示画面上の端部である場合に、観察対
象位置における表示画面の法線と観察者の視線とがなす角度をδとする。
【０１１８】
　図１６Ａに示すように、液晶パネル１００ｂが前方に凸である場合、Ｒの値を固定した
ときは、明らかにＬの値が小さいほどδの値が大きくなり、逆にＬの値を固定したときは
、明らかにＲの値が小さいほどδの値が大きくなる。但し、δの値が９０度になるときを
限界とする。δの値が大きいほど、ガンマ特性の視角依存性の問題が顕著になるのは上述
したとおりである。よって、信号電圧決定データの値の大／小を、視聴距離であるＬの値
又は表示画面の曲率半径であるＲの値の大／小に対応させた場合は、信号電圧決定データ
の値が大きい（又は小さい）ほど、絶対値が小さい（又は大きい）ＶＡ＿Ｈ，ＶＡ－Ｌ及
びＶＩ＿Ｈ，ＶＩ－Ｌを指定する情報が、信号電圧決定部４８にて決定されるようにする
。
【０１１９】
　一方、図１６Ｂに示すように、液晶パネル１００ｅが前方に凹である場合、Ｒの値を固
定したときは、Ｌの値が０からＲの値まで増大するほどδの値が減少し（図の右側のケー
スを参照）、Ｌの値がＲの値から更に増大するほどδの値が増大する（図の左側のケース
を参照）。逆にＬの値を固定したときは、Ｒの値がＬより小さい値からＬの値まで増大す
るほどδの値が減少し（図の左側のケースを参照）、Ｒの値がＬの値から更に増大するほ
どδの値が増大する（図の右側のケースを参照）。
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【０１２０】
　よって、信号電圧決定データの値の大／小をＬの値の大／小に対応させた場合は、Ｌ＜
Ｒのときに、信号電圧決定データの値が大きい（又は小さい）ほど、絶対値が小さい（又
は大きい）ＶＡ＿Ｈ，ＶＡ－Ｌ及びＶＩ＿Ｈ，ＶＩ－Ｌを指定する情報が決定されるよう
にする。また、Ｌ＞Ｒのときに、信号電圧決定データの値が大きい（又は小さい）ほど、
絶対値が大きい（又は小さい）ＶＡ＿Ｈ，ＶＡ－Ｌ及びＶＩ＿Ｈ，ＶＩ－Ｌを指定する情
報が決定されるようにする。
【０１２１】
　これに対し、信号電圧決定データの値の大／小をＲの値の大／小に対応させた場合は、
Ｒ＜Ｌのときに、信号電圧決定データの値が大きい（又は小さい）ほど、絶対値が小さい
（又は大きい）ＶＡ＿Ｈ，ＶＡ－Ｌ及びＶＩ＿Ｈ，ＶＩ－Ｌを指定する情報が決定される
ようにする。また、Ｒ＞Ｌのときに、信号電圧決定データの値が大きい（又は小さい）ほ
ど、絶対値が大きい（又は小さい）ＶＡ＿Ｈ，ＶＡ－Ｌ及びＶＩ＿Ｈ，ＶＩ－Ｌを指定す
る情報が決定されるようにする。
【０１２２】
　以上のことから、液晶パネルが前方に凸であるか凹であるかによって、信号電圧記憶部
４７の記憶内容が切り替わるようにしておくことが好ましい。また、信号電圧決定データ
がＲの値及びＬの値の何れに対応するかによって、信号電圧記憶部４７の記憶内容が更に
切り替わるようにしておくことが好ましい。更に、液晶パネルが前方に凹の場合は、Ｒの
値及びＬの値の大小関係の違いに応じて信号電圧記憶部４７の記憶内容が更に切り替わる
ようにしておくことが好ましい。換言すれば、信号電圧記憶部４７の記憶内容を切り替え
ることにより、上述したどのような場合であっても、信号電圧決定データに基づいて、信
号電圧記憶部４７に記憶された複数通りの情報のうちから液晶パネルの曲率半径及び／又
は視聴距離に最適の情報を１つ決定することができる。
【０１２３】
　なお、本実施の形態４にあっては、信号電圧決定部４８が外部から信号電圧決定データ
を取得する場合について説明したが、曲率半径及び視聴距離が固定的に定められる場合は
、信号電圧決定部４８を用いないようにすることができる。この場合、信号電圧記憶部４
７は、予め定められた曲率半径及び視聴距離に基づく最適の情報を記憶すればよい。
【０１２４】
　以上のように本実施の形態４によれば、液晶パネル１００ｂ又は１００ｅの表示画面の
曲率半径Ｒに応じて、副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素に対応して
液晶層３に印加される電圧相互の電圧差又は上記２つ以上の副画素相互の明度差若しくは
輝度差が異なる。
　従って、表示画面の曲率に応じてガンマ特性の視野依存性の影響度が変わるのを補償す
べく、ガンマ特性の視野依存性の改善度を変化させることが可能となる。なお、表示画面
の曲率半径Ｒが面内で一定ではない場合であっても、同様の効果を奏する。
【０１２５】
　また、実施の形態４によれば、液晶パネル１００ｂ又は１００ｅの表示画面の中央部か
ら表示画面前方の法線方向に離隔した位置までの視聴距離Ｌに応じて、副画素ＳＰ１，Ｓ
Ｐ２をはじめとする２つ以上の副画素に対応して液晶層３に印加される電圧相互の電圧差
又は上記２つ以上の副画素相互の明度差若しくは輝度差が異なる。
　従って、表示画面に対する視聴距離Ｌに応じてガンマ特性の視野依存性の影響度が変わ
るのを補償すべく、ガンマ特性の視野依存性の改善度を変化させることが可能となる。
【０１２６】
　更に、実施の形態４によれば、前方に向けて凸に湾曲した液晶パネル１００ｂの表示画
面の曲率半径が小さい（即ち曲率が大きい）ほど又は視聴距離が短いほど、副画素ＳＰ１
，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素に対応して液晶層３に印加される電圧相互の電
圧差又は上記２つ以上の副画素相互の明度差若しくは輝度差が大きい。
　従って、表示画面の曲率の大／小又は表示画面に対する視聴距離の短／長に応じてガン
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マ特性の視野依存性の影響度が大／小に変わるのを補償すべく、ガンマ特性の視野依存性
の改善度を大／小に変化させることが可能となる。
【０１２７】
（実施の形態５）
　実施の形態３が、画素Ｐの位置に応じて副画素電極１１ａ及び１１ｂに印加するソース
信号の電圧差を変化させる場合に、観察者の視聴距離及び液晶パネル１００ｂの曲率を考
慮しない形態であるのに対し、実施の形態５は、観察者の視聴距離及び／又は液晶パネル
１００ｂの曲率を考慮した上で、副画素電極１１ａ及び１１ｂに印加するソース信号の電
圧差を画素Ｐの位置に応じて変化させる形態である。
【０１２８】
　図１７は、本発明の実施の形態５に係る液晶表示装置の構成例を示すブロック図である
。液晶表示装置は、画素Ｐが表示画面の垂直方向及び水平方向にマトリックス状に配列さ
れた液晶パネル１００ｃを備える。液晶パネル１００ｃについては、実施の形態３で用い
たものと同一である。以下、実施の形態１及び３と同様の構成については、同様の符号を
付して説明の一部又は全部を省略する。
【０１２９】
　実施の形態５に係る液晶表示装置は、ゲートドライバＧＤと、ソースドライバＳＤｂと
、補助容量信号幹配線ＣＳＬａと、ゲートドライバＧＤ、ソースドライバＳＤｂ及び補助
容量信号幹配線ＣＳＬａを用いて液晶パネル１００ｃによる表示を制御する表示制御回路
４ｅとを備える。
【０１３０】
　表示制御回路４ｅは、画像信号入力回路４０と、ゲートドライバ制御回路４１と、ソー
スドライバ制御回路４２ｂと、補助容量信号生成回路４６ｃと、明暗階調設定回路４３と
、明暗階調設定回路４３が参照する変換テーブルを複数記憶する変換テーブル記憶部４４
ｂと、外部からの変換テーブル決定データを受け付けて、変換テーブル記憶部４４ｂから
参照されるべき１つの変換テーブルを決定する変換テーブル決定部４９とを有する。
【０１３１】
　明暗階調設定回路４３は、変換テーブル決定部４９が決定した変換テーブルを変換テー
ブル記憶部４４ｂから参照して、実施の形態３の図１４に示す階調値の変換を行う。つま
り、ソースドライバ制御回路４２ｂからソースドライバＳＤｂを介してソース信号線ＳＬ
１及びＳＬ２に印加されるソース信号の電圧差が、外部からの変換テーブル決定データに
応じて変化することとなる。
【０１３２】
　なお、変換テーブル決定部４９が、変換テーブル記憶部４４ｂに記憶された複数の変換
テーブル情報のうち１つの変換テーブルを決定するための情報を明暗階調設定回路４３に
与えるようにしておき、明暗階調設定回路４３が、変換テーブル決定部４９から与えられ
た情報に基づいて、変換テーブル記憶部４４ｂに記憶された複数の変換テーブルのうちか
ら１つの変換テーブルを参照するようにしてもよい。
【０１３３】
　次に、変換テーブル及び変換テーブル決定データについて説明する。
　図１８は、変換テーブル記憶部４４ｂの記憶内容の例を示す説明図であり、図１９は、
他の変換テーブル記憶部の記憶内容の例を示す説明図である。図１８及び１９夫々に示す
変換テーブル記憶部４４ｂ及び他の変換テーブル記憶部４４ｃには、実施の形態３の図１
４に示す変換テーブル（ＬＵＴ）が、ｎ通り記憶されている。他の変換テーブル記憶部４
４ｃは、変換テーブル決定データが示す内容に応じて、変換テーブル記憶部４４ｂと置き
換えて用いられるものである。
【０１３４】
　変換テーブル決定データの値が、実施の形態４の図１６Ａ又は１６Ｂに示す視聴距離で
あるＬの値に対応する場合、Ｌの値の大／小に応じて、変換テーブル記憶部４４ｂに記憶
されたｎ個の変換テーブルのうちの１つが、明暗階調設定回路４３から参照されるべき変
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換テーブルとして決定される。同様に、変換テーブル決定データの値が、図１６Ａ又は１
６Ｂに示す曲率半径であるＲの値に対応する場合、Ｒの値の大／小に応じて、他の変換テ
ーブル記憶部４４ｃに記憶されたｎ個の変換テーブルのうちの１つが、明暗階調設定回路
４３から参照されるべき変換テーブルとして決定される。
【０１３５】
　明暗階調設定回路４３から参照されるべき変換テーブルが１つ決定された後の動作につ
いては、実施の形態３の場合と全く同様である。その結果、ソース信号線ＳＬ１及びＳＬ
２に印加されるソース信号の電圧差は、領域ＡからＩまでの領域毎に異なり、且つ視聴距
離であるＬの値又は曲率半径であるＲの値に応じて最適に調整されたものとなる。そして
、画素Ｐに印加されるソース信号の電圧差は、副画素ＳＰ１及びＳＰ２によって液晶層３
に印加される電圧の電圧差に反映される。
【０１３６】
　以上のように本実施の形態５によれば、液晶パネル１００ｃの表示画面の曲率半径Ｒに
応じて、副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素に対応して液晶層３に印
加される電圧相互の電圧差又は副画素相互の明度差若しくは輝度差が異なる。
　従って、表示画面の曲率に応じてガンマ特性の視野依存性の影響度が変わるのを補償す
べく、ガンマ特性の視野依存性の改善度を変化させることが可能となる。
【０１３７】
　また、実施の形態５によれば、液晶パネル１００ｃの表示画面の視聴距離Ｌに応じて、
副画素ＳＰ１，ＳＰ２をはじめとする２つ以上の副画素に対応して液晶層３に印加される
電圧相互の電圧差又は副画素相互の明度差若しくは輝度差が異なる。
　従って、表示画面に対する視聴距離Ｌに応じてガンマ特性の視野依存性の影響度が変わ
るのを補償すべく、ガンマ特性の視野依存性の改善度を変化させることが可能となる。
【０１３８】
　今回開示された実施の形態は、全ての点で例示であって、制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は、上述した意味ではなく、請求の範囲によって示され
、請求の範囲と均等の意味及び範囲内での全ての変更が含まれることが意図される。また
、各実施の形態で記載されている技術的特徴は、お互いに組み合わせることが可能である
。
【符号の説明】
【０１３９】
　Ｐ　画素
　ＳＰ１、ＳＰ２　副画素
　Ｃｌｃ１、Ｃｌｃ２　液晶容量
　Ｃｃｓ１、Ｃｃｓ２　補助容量
　ＣＳ１、ＣＳ２　補助容量信号線
　ＣＳＬａ、ＣＳＬｂ　補助容量信号幹配線
　ＢＲ１、ＢＲ２　枝配線
　ＧＬ　走査信号線
　ＧＤ　ゲートドライバ
　ＳＬ、ＳＬ１、ＳＬ２　ソース信号線
　ＳＤ、ＳＤｂ　ソースドライバ
　１１ａ、１１ｂ　副画素電極
　１２　絶縁層
　１３ａ、１３ｂ　補助容量電極
　１４ａ、１４ｂ　補助容量対向電極
　１５ａ、１５ｂ　ＴＦＴ
　２１　対向電極
　３　液晶層
　４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄ、４ｅ　表示制御回路
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　４０　画像信号入力回路
　４３　明暗階調設定回路
　４４ａ、４４ｂ、４４ｃ　変換テーブル記憶部
　４５ａ、４５ｂ　補助容量信号電圧発生回路
　４６ａ、４６ｂ、４６ｃ　補助容量信号生成回路
　４７　信号電圧記憶部
　４８　信号電圧決定部
　４９　変換テーブル決定部

【図１】 【図２】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】



(27) JP 6220466 B2 2017.10.25

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】

【図１５】 【図１６Ａ】

【図１６Ｂ】
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